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金属材料の破壊原因の調査方法
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力な手法となっている．破面解析により，破壊様式が，

例えば疲労破壊ということがわかれば，何故そのような

破壊が起こったのか，材質，形状，使用状況など色々な

角度から検討し，主因と思われる要素を推定して対策を

打ち出す．このような調査活動の手順は図１のようにま

とめられるが，図１の流れに沿って具体的に説明する．

(1)情報収集

破面解析が事故調査において中心的な役割を果たすこ

とは言うまでもないが，実際には，図１に示したような

手順で総合的調査を行い，結論として対策を打ち出す．

図１の情報収集の欄で多くの内容を列挙したが，これら

は，破面解析により明らかになった破壊様式が，どの様

な要因で引き起こされたのかを判断するのに必要となる．

例えば，負荷がかかっていない銅パイプが応力腐食割れ

であるとわかったとき使用環境が重要となる．月に数万

個単位で生産される機械部品の場合，事故率により必要

な情報の内容が変わる．事故率が０．１％以上あるような

場合は全製品に共通の欠陥が考えられ，将来，事故が多

発する恐れもある．このような場合，使用材質や製造履

歴が重要となる．しかし事故率が0.01％以下で，万に１

つというような場合は事故品そのものに特有の原因があ

ると思われる．過去の使用実績などを考慮すれば材質や

製法などの基本的変更の必要はなく，また，すでに使用

中の同一品の信頼性も揺るがないであろう．このように

して，破壊様式によって必要な情報の内容も異なるが，

できるだけ多くの情報を集めておくことが肝要で，一見，

不要と思える情報でも後の原因推定や対策の段階で大変

役に立つことがある．

(2)破断部の調査

１．はじめに

鉄鋼を初めとして銅やアルミニウム合金などの金属材

料は，工場の生産設備，機械装置類，自動車，電気製品

など，あらゆる製品に利用されている．これらの製品は

十分な強度計算に基づいて設計され，細心の注意をはら

って製造されているはずで，故障したり壊れたりするか

も知れないということを想定して作られているわけでは

ない．しかし，短期間で故障する製品があることも事実

である．破壊事故が起きれば原因調査が行われる訳であ

るが，時には責任回避のための調査と思われるものもあ

る．破壊事故の調査目的は事故の再発防止にあるべきで，

そのためには，関係者は事故品にかかわるすべての事実

や現象を明らかにして，真の原因を探求せねばならない．

破壊原因の調査は破断品の調査と同時に破壊力学による

検証を併用することが理想的であるが，ここではこれま

で手がけてきた事故調査に基づいて，破面解析を中心と

した破断品の調査に的を絞って話を進める．

２．調査方法

金属材料が何らかの原因で破壊したとき，まず，その

材料がどのような割れ方（破壊様式）をしたかを調べる

ことから始める．金属材料は割れ方により，それぞれ異

なる特徴を破断面に残す．いわば破断面は破壊過程の記

録ということができる．この破断面の観察，調査は，フ

ラクトグラフィまたは破面解析と呼ばれ，原因調査の有
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